
■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

１　政策・方針決定過程での女性の参画の拡大

（１）県の政策決定過程への女性の参画拡大

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆審議会等委
員への女性の
登用促進

青少年・男女
共同参画課

☆R8年度末までの女性登用率の目標を40.0％に
設定
☆各審議会等を所管する課室等へ登用率向上を
依頼
☆提出された事前協議書に対する意見書の交付
☆6月1日現在の審議会等の女性登用状況調査を
実施
・R4.6.1現在:35.5％
☆女性人材データバンクの整備

－
☆R8年度末までの女性登用率の目標を40.0％に
設定
☆各審議会等を所管する課室等へ登用率向上を
依頼
☆提出された事前協議書に対する意見書の交付
☆6月1日現在の審議会等の女性登用状況調査を
実施し、調査結果を庁内周知。
・R5.6.1現在:35.5％
☆女性人材データバンクの整備

－

◆男女共同参
画センター運
営(主催講座
開催)

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参
画センター）

(再掲P27) (再掲P27)

◆和歌山県の
男女別職員数

人事課 ☆本人の資質に基づき、優秀な職員の管理職へ
の登用を実施
【知事部局の状況】(令和4年4月1日現在)
    　 　部長　次長　課長　課長補佐　係長
男性  　   19    48   353      740    628
女性   　   3     3    46      184    202
計     　  22    51   399      924    830
女性比率　13.6  5.9   11.5     19.9   24.3

－
☆本人の資質に基づき、優秀な職員の管理職へ
の登用を実施
【知事部局の状況】(令和5年4月1日現在)
    　 　部長　次長　課長　課長補佐　係長
男性  　   25    45   343      729    590
女性   　   2     4    57      182    203
計     　  27    49   390      911    793
女性比率　7.4   8.2   14.6     20.0   25.6

－

◆県職員に対
する男女共同
参画推進につ
いての研修

人事課 (再掲P28) (再掲P28)

◆教員採用試
験

教育委員会
教職員課

☆教員採用試験結果（追募集含む。）
・受験状況:1369人
(女性:615人、44.9％)
・合格状況:360人
(女性:184人、51.1％)

※令和４年度実施試験よりエントリーシートの
性別記入は任意のため、「女性」を入力した受
験生を対象。

12,482
☆女性が働きやすい職場環境の維持
☆女性受験者の確保
・採用試験制度の変更等を大学等に説明

18,681

◆小・中学校
管理職候補者
選考検査

教育委員会
義務教育課

☆女性合格者の状況
・校長：（14)人
・合格者に対する割合（34.1）％
・教頭：（30）人
・合格者に対する割合（51.7）％
☆市町村教育委員会を通じ女性の受験を奨励

－
☆女性合格者の状況
・校長：（19)人
・合格者に対する割合（31.7）％
・教頭：（15）人
・合格者に対する割合（35.7）％
☆市町村教育委員会を通じ女性の受験を奨励

－

Ⅲ 男女がともに活躍する社会づくり
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆警察職員採
用事業

警察本部
警務課

☆採用人員
・県職員Ⅰ種
　　警察事務職
    　男性：4人
　　　女性：2人
　　化学職
　　　女性：1人
・県職員Ⅲ種
    警察事務職
　　　男性：2人
　　　女性：4人
・警察官Ａ
　　男性：19人
　　女性：9人
・警察官Ｂ
　　男性：33人
　　女性：9人

6,416
☆採用予定人員
・県職員Ⅰ種
　　警察事務職：3人
　　心理職員：1人
・県職員Ⅲ種
　　警察事務職：4人
・障害者を対象とした職員採用
　　警察事務職：1人
・警察官Ａ
　　男性：27人
　　女性：8人
・警察官Ｂ
　　男性：21人
　　女性：5人

8,227

◆人材確保に
係る募集活動
促進

人事委員会事
務局
総務課

◆女性受験者の増加を図るため、県職員募集パ
ンフレットやホームページに女性職員の声を掲
載したり、職員採用説明会等において女性が能
力を発揮しやすい職場であり、福利厚生制度が
充実していることをアピール。また、県職員を
目指す女性を対象に、キャリア形成や仕事と家
庭の両立等について女性職員から説明を行う
「和歌山県職員を目指す女性のための仕事ガイ
ダンス」を開催。
◆令和4年度Ⅰ種・資格免許職試験女性申込
者:188人
・女性の割合:36.0% (前年度40.4%)

900
◆女性受験者の増加を図るため、県職員募集パ
ンフレットやホームページに女性職員の声を掲
載したり、職員採用説明会等において女性が能
力を発揮しやすい職場であり、福利厚生制度が
充実していることをアピール。また、県職員を
目指す女性を対象に、キャリア形成や仕事と家
庭の両立等について女性職員から説明を行う
「和歌山県職員を目指す女性のための仕事ガイ
ダンス」を開催。
◆令和5年度Ⅰ種・資格免許職試験女性申込
者:167人
・女性の割合:35.1% (前年度36.0%)

1,626

◆県議会にお
けるハラスメ
ント防止の研
修及び相談体
制の整備

県議会事務局
総務課

☆ハラスメント防止研修会の開催
（全国都道府県議会議長会によるオンライン開
催、研修日以降においても録画配信により視聴
可能）

－
☆ハラスメント防止研修の実施
（随時視聴可能な全国都道府県議会議長会の録
画配信による研修）

－

（2）市町村における取組の促進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆市町村男女
共同参画条例
及び基本計画
策定推進

青少年・男女
共同参画課

☆未策定市町村の首長等を訪問、条例及び基本
計画の策定の取組推進を要請
　

－
☆未策定市町村の首長等を訪問、条例及び基本
計画の策定の取組推進を要請
　

－

◆市町村男女
共同参画基本
計画サポート
事業

青少年・男女
共同参画課

☆市町村が男女共同参画基本計画を策定・改定
するにあたり必要とする諸般の事業を支援
・R4年度2市2町実施
有田市、田辺市、かつらぎ町、広川町

110
☆地域住民により身近な市町村が男女共同参画
基本計画を策定するにあたり必要とする諸般の
事業を支援

203

（3）企業、団体等の取組の促進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆小規模事業
経営支援事業
(うち若手後
継者等育成)

商工振興課 ☆商工会議所女性会、商工会女性部の会員資質
の向上・意欲の高揚につながる活動を支援

3,250
☆商工会議所女性会、商工会女性部の会員資質
の向上・意欲の高揚につながる活動を支援

4,250
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆女性の活躍
促進事業
(女性活躍企
業同盟)

青少年・男女
共同参画課

☆女性活躍の推進でだれもが活き活きと働くこ
とができる和歌山をめざして、下記の取組を実
施
・経営幹部から若手女性従業員まで階層別に女
性活躍のためのセミナーを開催
・大学生が希望する働き方に関する講座を開催
し、大学生と企業との意見交換の場を提供
・自社の女性活躍を推進する際の参考や異業種
間のネットワーク拡大を目的に交流会を開催
・県作成の就職情報誌やホームページ等で女性
活躍企業同盟の参加企業・団体であることをPR
・「女性活躍企業同盟」PR動画をホームページ
で発信
・女性活躍の優れた取組を行う企業・団体を表
彰
・女性活躍企業同盟への参加数拡大

1,172
☆女性活躍の推進でだれもが活き活きと働くこ
とができる和歌山をめざして、下記の取組を実
施
・経営幹部から若手女性従業員まで階層別に女
性活躍のためのセミナーを開催
・大学生が希望する働き方に関する講座を開催
し、大学生と企業との意見交換の場を提供
・自社の女性活躍を推進する際の参考や異業種
間のネットワーク拡大を目的に交流会を開催
・県作成の就職情報誌やホームページ等で女性
活躍企業同盟の参加企業・団体であることをPR
・「女性活躍企業同盟」PR動画をホームページ
で発信
・女性活躍の優れた取組を行う企業・団体を表
彰
・女性活躍企業同盟への参加数拡大

2,854

◆人権尊重の
社会づくり推
進

人権施策推進
課

　
(再掲P41)

　
(再掲P41)

２　働く場と家庭における男女共同参画の推進

（１）雇用の分野における男女共同参画の推進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆労働教育指
導事業
(仕事と生活
の調和推進事
業部分)

労働政策課 ☆セミナーの開催（和歌山市、オンライン）
労働法令の改正情報の提供、「多様で柔軟な働
き方」と「働きやすい職場環境づくり」を考え
るセミナーの開催

1,339
の内数 ☆セミナーの開催（和歌山市、オンライン）

労働法令の改正情報の提供、非正規社員の正社
員化に関する周知啓発に関するセミナーの開催
を実施予定。

1,670
の内数

◆働き方改革
推進事業

◆テレワーク
促進事業

労働政策課 ☆女性等が働きやすい職場環境整備のための改
善アドバイザーの派遣
☆企業向けテレワークの普及促進
☆テレワークフェアの開催
☆テレワーカー養成研修の開催
☆テレワーカー集いの場の開設
☆パンフレットの作成
☆働き方改革や女性の活躍推進等に積極的に取
り組む企業の情報を収集し、「わかやま働き方
改革応援サイト「HappyWorker」で情報発信

働き方改
革推進
【780】

テレワー
ク促進
【5,005】

☆女性等が働きやすい職場環境整備のための改
善アドバイザーの派遣
☆企業向けテレワークの普及促進
☆テレワークフェアの開催
☆テレワーカー養成研修の開催
☆テレワーカー集いの場の開設
☆パンフレットの作成
☆働き方改革や女性の活躍推進等に積極的に取
り組む企業の情報を収集し、「わかやま働き方
改革応援サイト「HappyWorker」で情報発信
（令和５年度で終了予定）

6,670

◆労働関係調
査事業

労働政策課 （隔年実施のため、令和４年度は実績なし）
－

☆一定の事業所に対し、多様な働き方の導入や
女性の活躍推進に向けた取組、その他各種制度
(賃金、休暇、育児・介護休業、定年制、ワー
ク・ライフ・バランスやハラスメントに対する
取組)の実態調査を実施
・調査対象事業所数:2,000事業所

1,408
の内数

◆個別労働紛
争解決のため
のあっせん及
び相談の実施

労働委員会事
務局
審査調整課

☆パート労働者及び派遣労働者等の非正規雇用
労働者の増加に伴う個別労働紛争解決へ支援
・あっせん9件(正規労働者含む)
・相談件数:166件(正規労働者含む)

563
☆労使紛争の適切かつ迅速な解決に寄与する
・定期労働相談:毎月2回
・特設労働相談会:10月に和歌山市で開催
・労使紛争解決制度について各市町村、関係団
体に周知徹底
・紛争解決サービスを通じ、雇用契約に生かせ
る知識の習得を労使に促す

1,212
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆労働教育指
導事業

労働政策課 (再掲P32) (再掲P32)

◆女性の活躍
促進事業
(女性活躍企
業同盟)

青少年・男女
共同参画課

(再掲P45) (再掲P45)

◆労働情報セ
ンター運営

労働政策課 (再掲P31) (再掲P31)

◆職員に対す
るセクシュア
ル・ハラスメ
ント防止に向
けた取組

監察査察課 (再掲P32) (再掲P32)

◆職員に対す
るセクシュア
ル・ハラスメ
ント防止に向
けた取組

教育委員会
教職員課

(再掲P32) (再掲P32)

◆職員に対す
る人権問題に
向けた取組

警察本部
警務課

(再掲P32) (再掲P32)

（２）就業に向けた支援

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆就活サイク
ルプロジェク
ト

労働政策課 ☆結婚や出産により離職した女性、定年退職さ
れた方、UIターン転職希望者等の再就職を支援
するため、２月を就活強化月間とする県独自の
「第２の就活サイクル」を企業と協力して構築
するとともに、再就職応援拠点の「再就職支援
センター」で求職者の支援

71,733
の内数 ☆結婚や出産により離職した女性、定年退職さ

れた方、UIターン転職希望者等の再就職を支援
するため、２月を就活強化月間とする県独自の
「第２の就活サイクル」を企業と協力して構築
するとともに、再就職応援拠点の「再就職支援
センター」で求職者の支援

85,541
の内数

◆委託訓練事
業

労働政策課 ☆再就職を希望する女性等に対し、必要な職業
訓練を民間訓練教育機関等に委託し、就職に必
要な知識や技能習得のための職業訓練を実施。
☆パソコン事務基礎科、介護初級科、医療(医
科)・調剤事務科訓練等

127,102
の内数 ☆再就職を希望する女性等に対し、必要な職業

訓練を民間訓練教育機関等に委託し、就職に必
要な知識や技能習得のための職業訓練を実施。
☆パソコン事務基礎科、介護初級科、医療(医
科)・調剤事務科訓練等

303,766
の内数

◆働き方改革
推進事業

労働政策課 (再掲P45) (再掲P45)

◆中小企業融
資制度実施事
業
（うち新規開
業資金）

商工振興課 ☆和歌山県中小企業融資制度において、女性、
若者等が創業する場合の融資利率を通常よりも
低く設定することで、女性創業者等の資金繰り
を支援。

〔貸付金
新規分決
算:305,000
の内数〕
〔融資実
績:498,000
の内数〕

☆和歌山県中小企業融資制度において、女性、
若者等が創業する場合の融資利率を通常よりも
低く設定することで、女性創業者等の資金繰り
を支援。

〔貸付金新
規分当初予
算:988,000
の内数〕
〔当初融資
枠:2,000,0
00の内数〕
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆スタート
アップオフィ
ス

企業振興課 ☆施設環境や支援策の魅力を発信することによ
り入居率を高め、起業家の事業化を促進

16,482
☆施設環境や支援策の魅力を発信することによ
り入居率を高め、起業家の事業化を促進

16,482

◆インキュ
ベーションマ
ネージャー※

設置

企業振興課 ☆起業家支援施設入居者へのきめの細かい経営
支援、事業化の促進

6,739
☆起業家支援施設入居者へのきめの細かい経営
支援、事業化の促進

6,402

（３）ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ（仕事と生活の調和）の実現に向けた環境整備

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆労働教育指
導事業(仕事
と生活の調和
推進事業部
分)

労働政策課 (再掲P45)
－

(再掲P45)
－

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆働き方改革
推進事業

労働政策課 (再掲P45)
－

(再掲P45)
－

◆女性の活躍
促進事業
(女性活躍企
業同盟)

青少年・男女
共同参画課

(再掲P45) (再掲P45)

◆結婚・子育
て応援企業支
援

子ども未来課 ☆同盟参加企業の拡大
☆セミナーの開催
☆同盟参加企業紹介冊子作成

1,960
☆同盟の廃止、新制度の創設
☆セミナーの開催
☆取組事例紹介冊子作成

3,822

（４）子育て支援策の充実

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆子育て世代
包括支援セン
ターの設置促
進

子ども未来課 ☆妊娠・出産・子育て等に関する相談にワンス
トップで対応する「子育て世代包括支援セン
ター」を設置する市町村を支援

－
☆全市町村設置の目標は達成したが、引き続き
市町村への支援を行う。

－

◆地域子育て
支援拠点事業

子ども未来課 ☆地域の乳幼児及び保護者の相互交流の場を開
設し、子育てについての相談、情報提供等の援
助を行う市町村への支援

91,429
☆「紀州っ子健やかプラン２０２０」の目標達
成に向け、市町村に対し支援

130,793

◆わかやま子
育て支援パス
ポート事業

子ども未来課 ☆ＨＰ、チラシ配布、のぼり、ステッカー、Ｓ
ＮＳ広告等により制度の周知を実施。
☆多子世帯向けサービスの新設。
☆協賛店舗の拡大。
☆HPの保守管理

1,794
☆ＨＰ、チラシ配布、のぼり、ステッカー、Ｓ
ＮＳ広告等により制度の周知を実施。
☆協賛店舗の拡大。
☆HPの保守管理

1,050

◆保育士人材
確保

子ども未来課 ☆保育士資格等取得支援事業を実施
33

☆保育士資格等取得支援事業を実施
542

◆児童館活動
の充実

子ども未来課 ☆児童厚生員研修事業の補助
児童館等児童厚生施設などで児童の遊びの指導
等に当たる児童厚生員の資質の向上を図り、児
童の健全育成等の充実に資することを目的とし
た研修会の費用を補助する。

100
☆児童厚生員研修事業の補助
児童館等児童厚生施設などで児童の遊びの指導
等に当たる児童厚生員の資質の向上を図り、児
童の健全育成等の充実に資することを目的とし
た研修会の費用を補助する。

100

※インキュベーションマネージャー…起業家へ経営に関する支援やアドバイス等を行い、事業まで導く人のこと
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆地域組織活
動支援事業
(母親クラブ
育成)

青少年・男女
共同参画課

☆県組織として、クラブ大会を実施
☆各市町村や地方での活発な活動を推進

1,283
☆県組織として、クラブ大会を実施
☆各市町村や地方での活発な活動を推進

1,445

◆放課後等子
どもの居場所

教育委員会
生涯学習課

☆放課後や土曜日等に空き教室や公民館等を活
用し、地域の人々の協力を得ながら、様々な体
験活動等を行う「地域ふれあいルーム」開設の
支援（16市町94箇所）
☆放課後１人で過ごさなければならない子供等
に対して、地域の人々の参画を得て学習支援等
を行う「子どもの居場所づくり」開設の支援
（23市町58箇所）
☆特別支援学校を対象とした「いきいき交流教
室」の実施（８箇所）
☆指導員、支援員を対象とした指導者等研修会
を年２回（紀北・紀南）実施

30,667 　
☆放課後や土曜日等に空き教室や公民館等を活
用し、地域の人々の協力を得ながら、様々な体
験活動等を行う「地域ふれあいルーム」開設の
支援（14市町 80箇所）や、放課後１人で過ご
さなければならない子供等に対して、地域の
人々の参画を得て学習支援等を行う「子どもの
居場所づくり」（23市町68箇所）の開設を支
援。

41,548

◆家庭教育支
援推進

教育委員会
生涯学習課

(再掲P29) (再掲P29)

◆民生委員児
童委員指導事
業

福祉保健総務
課

☆地域住民への日常生活に関する相談、援助や
福祉サービスの情報提供等を行うため、民生委
員・児童委員の育成や活動補助を実施
・児童委員研修会
・単位民生委員児童委員協議会会長
　副会長研修会
・主任児童委員研修会
・ブロック別新任研修会

145,392
☆地域住民への日常生活に関する相談、援助や
福祉サービスの情報提供等を行うため、民生委
員・児童委員の育成や活動補助を実施
・児童委員研修会
・単位民生委員児童委員協議会会長
　副会長研修会
・主任児童委員研修会
・ブロック別新任研修会

147,966

◆児童虐待対
応機能強化

子ども未来課 ☆児童虐待防止対策
☆市町村専門職への法定義務研修
☆養護児童自立促進事業
☆施設入所児童研修の実施
☆親支援プログラムの実施・家族再統合

4,421
☆児童虐待防止対策
☆市町村専門職への法定義務研修
☆養護児童自立促進事業
☆施設入所児童研修の実施
☆親支援プログラムの実施・家族再統合

14,336

◆あんしん子
育て救急整備
事業

医務課 ☆二次保健医療圏単位で小児科医による休日・
夜間の小児救急患者の受入れ体制を確保するた
めの取組
・5保健医療圏で実施(那賀、橋本、御坊、田
辺、新宮)

24,926
☆二次保健医療圏単位で小児科医による休日・
夜間の小児救急患者の受入れ体制を確保するた
めの取組
・5保健医療圏で実施(那賀、橋本、御坊、田
辺、新宮)

26,478

◆子ども救急
相談ダイヤル
（#8000）事
業

医務課 ☆小児救急医療体制の補強と医療機関の機能分
化を図るため、看護師・小児科医による休日夜
間の小児患者の保護者向け電話相談事業を実施
・実施日数:365日
・相談時間
　　平日　19:00～翌9:00
　　土日祝・年末年始　9:00～翌9:00

7,340
☆小児救急医療体制の補強と医療機関の機能分
化を図るため、看護師・小児科医による休日夜
間の小児患者の保護者向け電話相談事業を実施
・実施日数:365日
・相談時間
　　平日　19:00～翌9:00
　　土日祝・年末年始　9:00～翌9:00

11,439

◆延長保育促
進事業

子ども未来課 ☆11時間の保育所開所時間の前後の時間におい
て、概ね30分以上の延長保育を実施する市町村
を支援

27,503
☆「紀州っ子健やかプラン２０２０」の目標は
達成したが、引き続き市町村への支援を行う。

34,606
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆病児・病後
児保育事業

子ども未来課 ☆保育所を利用している児童が病気にかかった
場合に保育所や医療機関で保育を実施する市町
村への支援

37,502
☆「紀州っ子健やかプラン２０２０」の目標達
成に向け、市町村に対し支援

48,541

◆一時預かり
事業

子ども未来課 ☆専業主婦家庭等の育児疲れ解消、急病や短時
間勤務等のため、一時的に保育が必要となる児
童の保育を実施する市町村への支援

57,069
☆「紀州っ子健やかプラン２０２０」の目標達
成に向け、市町村に対し支援

70,563

◆ファミリー
サポートセン
ター事業

子ども未来課 ☆地域において子どもの預かり等の援助を行い
たい者と援助を受けたい者からなる会員組織を
設立して、相互援助活動等に関する連絡、調整
を行う市町村を支援

19,103
☆「紀州っ子健やかプラン２０２０」の目標達
成に向け、市町村に対し支援

19,277

◆放課後児童
健全育成

子ども未来課 ☆昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後の適切な遊びや生活の場を与え、健
全な育成を図るため、放課後児童クラブを設置
する市町村に対し、補助を実施
・実施数:28市町280クラブ

442,789
☆小学校区におけるクラブ設置数の拡大

500,613

◆紀州っ子
いっぱいサ
ポート（保育
料支援）

子ども未来課 ☆0～2歳の第2子の一部及び第3子以降の児童に
係る保育料等を無償化する市町村に対する助成

221,589
☆0～2歳の第2子の一部及び第3子以降の児童に
係る保育料等を無償化する市町村に対する助成

238,474

◆紀州っ子
いっぱいサ
ポート（育児
支援）

子ども未来課 ☆小学校以下の児童を3人以上養育している世
帯が利用する一時預かり等の費用を助成
・ファミリーサポートセンター、一時預かり、
子育て短期支援、病児保育

846
☆小学校以下の児童を3人以上養育している世
帯が利用する一時預かり等の費用を助成
・ファミリーサポートセンター、一時預かり、
子育て短期支援、病児保育

501

◆待機児童の
解消

子ども未来課 ☆待機児童発生が発生する要因の一つである、
保育士不足への対策として、「保育士等支援
コーディネーター」を県社会福祉協議会に配置
し、保育士への就職支援や潜在保育士の掘り起
こしを行った。

5,351
☆「保育士等支援コーディネーター」の配置

5,433

◆私立学校関
係団体教育研
究事業

文化学術課 ☆教員の資質向上を図るために行う、教育の研
究及び振興のために実施する事業に対して補助
金を交付

837
☆教員の資質向上を図るために行う、教育の研
究及び振興のために実施する事業に対して補助
金を交付

1,000

◆預かり保育
推進事業

文化学術課 ☆通常預かり保育：１４園
☆休業日預かり保育：３園
☆長期休業日預かり保育：１５園

25,808
☆幼稚園の正規の教育時間外に保育を実施した
私立幼稚園等に対して補助金を交付

24,944

（５）介護支援策の充実

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆介護保険制
度啓発事業

長寿社会課 (再掲P40) (再掲P40)

◆老人福祉施
設整備事業

長寿社会課 (再掲P40) (再掲P40)
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆地域におけ
る介護予防の
推進

長寿社会課 ☆県内市町村を対象に、介護予防研修会を開催
し、取組事例の紹介や情報交換を行う。

12
☆県内市町村を対象に、介護予防研修会を開催
し、取組事例の紹介や情報交換を行う。

85

（６）家庭生活への男女共同参画の推進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆男女共同参
画センター運
営(主催講座
開催)

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参
画センター)

(再掲P27) (再掲P27)

◆女性の活躍
促進事業
(女性活躍企
業同盟)

青少年・男女
共同参画課

(再掲P45) (再掲P45)

◆結婚・子育
て応援企業支
援

子ども未来課 (再掲P47) (再掲P47)

（１）地域社会への県民参画促進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆男女共同参
画センター運
営

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参
画センター)

(再掲P27) (再掲P27)

◆男女共同参
画センター運
営(主催講座
開催)

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参
画センター）

(再掲P27) (再掲P27)

◆市町村男女
共同参画基本
計画サポート
事業

青少年・男女
共同参画課

(再掲P44) (再掲P44)

◆ＮＰＯ協働
推進事業

県民生活課 ☆特定非営利活動促進法に基づくＮＰＯ法人の
認証
☆ＮＰＯ情報の収集及び庁内への情報発信
☆ＮＰＯと行政等との協働促進
☆交流スペース等の提供、維持管理
☆ＮＰＯからの各種相談への対応
☆情報発信（HP運営・情報誌作成・メールマガ
ジン配信）
☆中間支援組織との連携
☆オンラインを活用した講座の開催
☆多様な主体の交流会の開催
☆ウェブ報告システム開始に係るNPO法人への
支援(県内全NPO法人への実態調査、説明会の開
催)

26,875
☆特定非営利活動促進法に基づくＮＰＯ法人の
認証
☆ＮＰＯ情報の収集及び庁内への情報発信
☆ＮＰＯと行政等との協働促進
☆交流スペース等の提供、維持管理
☆ＮＰＯからの各種相談への対応
☆情報発信（HP運営・情報誌作成・メールマガ
ジン配信）
☆中間支援組織との連携
☆オンラインを活用した講座の開催
☆多様な主体の交流会の開催
☆ウェブ報告システムに係るNPO法人への支援
(システム利用周知)

28,445

◆学校開放月
間の設置

教育委員会
義務教育課

☆県内の公立学校に、学校開放月間において、
教育活動等における地域に向けた広報活動を推
進。

-
☆県内の公立学校に、学校開放月間において、
教育活動等における地域に向けた広報活動を推
進。

-

３　さまざまな分野における男女共同参画の推進

50



■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆和歌山県地
球温暖化防止
活動推進員の
委嘱

環境生活総務
課

☆推進員養成講座
・県地球温暖化防止活動推進センターが和歌山
市会場、紀ノ川市会場、田辺市会場、橋本市会
場、御坊市会場、那智勝浦町会場で実施(受講
者計60名)
・1回以上の地域啓発活動等の取組を経て委嘱

2,116
☆推進員養成講座及び推進員スキルアップ講座
の開催(年6回実施）

2,139

◆環境学習ア
ドバイザー派
遣

環境生活総務
課

☆自治体・学校・住民団体等が主催する学習
会・研修会・観察会に環境学習アドバイザーを
派遣
・アドバイザー派遣回数:67回
・学習者:延べ2,730名
・アドバイザー登録者数:44名

888
☆環境学習アドバイザー派遣事業を核に、自治
体・学校・住民団体等と幅広いパートナーシッ
プの構築を図り、環境学習・環境保全活動の場
や機会を提供する。

991

◆地域共生社
会推進事業

福祉保健総務
課

☆市町村地域福祉計画の策定及び見直し促進
・市町村への地域福祉計画策定及び改定の働き
かけ、関連情報の提供
・地域の福祉課題を解決するため、地域住民が
参画して行う試行的・先駆的な事業で、市町村
地域福祉計画に位置付けられた事業又は、地域
福祉のモデルとなるような事業に対する補助

2,841
☆市町村地域福祉計画の見直し促進
・市町村への地域福祉計画改定の働きかけ、関
連情報の提供
・地域の福祉課題を解決するため、地域住民が
参画して行う試行的・先駆的な事業で、市町村
地域福祉計画に位置付けられた事業又は、地域
福祉のモデルとなるような事業に対する補助

17,121

（２）農林水産業、商工業等の分野における取組促進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆わかやま農
商工連携ファ
ンド

企業振興課 ☆中小企業者等・農林漁業者の活性化を図るた
め、県及び金融機関等による基金の運用益に
よって、中小企業者等と農林漁業者が連携して
行う事業活動に対し、助成
※「わかやま中小企業元気ファンド」と予算の
一体運用を行っており、事業規模は57,000（運
用益17,000及び県補助金40,000）

57,000
☆中小企業者等・農林漁業者の活性化を図るた
め、県及び金融機関等による基金の運用益に
よって、中小企業者等と農林漁業者が連携して
行う事業活動に対し、助成
※「わかやま中小企業元気ファンド」と予算の
一体運用を行っており、事業規模は57,000（運
用益17,000及び県補助金40,000）

57,000

◆地域農業再
編普及活動事
業

経営支援課 ☆男女を問わず指導・地域・青年農業士の認定
事業を実施
・令和４年度農業士認定状況
　指導農業士：135人(うち女性24人)
　地域農業士：535人(うち女性52人)
　青年農業士：120人(うち女性 0人)
・女性の新規認定者：7人
・農業士全体に占める女性の割合：9.6％

580
☆優れた女性農業者を「農業士」に認定し、地
域農業の活性化を推進

550

◆女性林研部
会への活動支
援

林業振興課 ☆わかやま木育キャラバン等のイベントでワー
クショップや林産物の販売を実施
☆南部高等学校龍神分校及びりら創造芸術高等
学校にて森林・林業体験学習を実施

－
☆体験イベントや学校等での職業体験の実施や
団体の運営にあたり、引き続き支援を行う。

－

◆水産振興事
業

水産振興課 ☆漁業士認定事業を実施
　R4認定状況
　指導漁業士：68人(女性5人)
　青年漁業士：38人(女性0人)
　新規認定者：5人(女性0人)
☆漁業士研修会を実施

57
☆地域漁業の担い手の育成・確保を図るため、
漁業士の認定と漁業士活動を支援
☆女性漁業者等への漁業士制度のＰＲ

360
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

（３）防災・災害復興における男女共同参画の推進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆ボランティ
ア推進事業

福祉保健総務
課

【県災害ボランティアセンターパートナーシッ
プ促進事業】
☆市町村災害ボランティアセンター支援事業
　・災害ボランティアセンター 中核スタッフ
養成研修（１回）
　・「防災とボランティア」関連事業への参画
による啓発等
☆広域・同時多発災害対応訓練事業
　・市町村災害ボランティアセンターの設置・
運営訓練（１回）
☆県災害ボランティアセンター運営・啓発事業
　・県災害ＶＣ協力団体との共同会議
　・災害ボランティア活動者登録促進
　・ストックヤード配備・整備
　・情報提供（ＨＰ，広報誌)
　・その他（学生災害ＶＣ設置・運営支援）

16,370
【県災害ボランティアセンターパートナーシッ
プ促進事業】
☆市町村災害ボランティアセンター支援事業
　・災害ボランティアセンター 中核スタッフ
養成研修（１回）
　・「防災とボランティア」関連事業への参画
による啓発等
☆広域・同時多発災害対応訓練事業
　・市町村災害ボランティアセンターの設置・
運営訓練（１回）
☆県災害ボランティアセンター運営・啓発事業
　・県災害ＶＣ協力団体との共同会議
　・災害ボランティア活動者登録促進
　・ストックヤード配備・整備
　・情報提供（ＨＰ，広報誌)
　・その他（学生災害ＶＣ設置・運営支援）

16,119

◆地域防災力
向上

防災企画課 ☆「自主防災組織情報連絡会　情報交流会」の
開催や会報誌「きのくに自主防災」の発行等に
より、自主防災活動を促進した。

－
☆「4県(徳島県、高知県、和歌山県、三重県)
連携自主防災組織交流大会」の開催や会報誌
「きのくに自主防災」の発行等により、自主防
災活動を促進する。

－

◆研修・講義
へ男女共同参
画の視点の反
映

危機管理・消
防課

防災企画課

☆出張！減災教室

☆「紀の国防災人づくり塾」において、避難所
運営（女性への配慮等）について講義を実施し
た。

21,780

1,926

☆出張！減災教室のメニューの一つであるきい
ちゃんの災害避難ゲームにおいて、避難所運営
（女性への配慮等）の学習を実施する。

☆「紀の国防災人づくり塾」において、避難所
運営（女性への配慮等）について講義を実施す
る。
当年度から県青少年・男女共同参画課による性
の多様性に関する基礎的な知識の講義を実施す
る。(再掲P42)

21,978

1,723

（４）理工系分野への女性の参画促進

事 業 名 担 当 課 令和４年度具体的施策の取組
R4決算

（千円）
令和５年度具体的施策の取組

R5当初予算
（千円）

◆理工系企業
バスツアーの
開催

青少年・男女
共同参画課

－

－
☆理工系企業であるノーリツプレシジョン株式
会社及び三菱電機株式会社冷熱システム製作所
を訪問

☆女性社員との座談会等を通じ、理工系分野を
身近に感じられる機会を提供

239

◆県工業技術
センターによ
る女子中高生
向け講座等の
実施

産業技術政策
課

☆工業技術センターのYouTubeチャンネルで
オープンラボにおける研究内容や若手職員によ
る業務紹介等を配信しており、関係課と連携し
て、女子中高生へ配信するなど、理工系分野へ
の女性参画促進に向けて取り組んだ。

－
工業技術センターのYouTubeチャンネルでオー
プンラボにおける研究内容や若手職員による業
務紹介等を配信しており、関係課と連携して、
女子中高生へ配信するなど、理工系分野への女
性参画促進に向けた取り組みを引き続き実施す
る。

－

◆科学技術に
触れる機会の
創出

教育委員会
義務教育課

教育委員会
県立学校教育
課

☆科学に触れる機会を創出するため、中学生を
対象にした「きのくにジュニア科学オリンピッ
ク」、高校生を対象にした「きのくに科学オリ
ンピック」をそれぞれ開催する。

☆ロボット製作を通じて、将来「ものづくり」
の担い手となる人材の育成のため、小中高生が
参加する「きのくにロボットフェスティバル」
を開催する。

681

2,994

☆科学に触れる機会を創出するため、中学生を
対象にした「きのくにジュニア科学オリンピッ
ク」、高校生を対象にした「きのくに科学オリ
ンピック」をそれぞれ開催する。

☆ロボット製作を通じて、将来「ものづくり」
の担い手となる人材の育成のため、小中高生が
参加する「きのくにロボットフェスティバル」
を開催する。

1,468

3,574
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